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「直ちに対応すべきこと」 （岩木川ダム統合管理事務所における行動計画）

（１）より効果的なダム操作等による洪水調節機能の強化

〇 ダムの操作規則の点検 → 浅瀬石川ダム：点検済み（見直し無）
津軽ダム ：点検済み（見直し無）

〇 利水者との調整による洪水貯留準備操作（事前放流）の充実

→ 洪水貯留準備操作（事前放流）の可能性について、利水者から意見を伺い、調整を図って行く

〇 ダムの適切な維持管理・長寿命化の推進（容量を確保するための土砂対策等）

→ 各ダムとも毎年堆砂測量を実施し、堆砂量を管理している

（２）住民等の主体的な避難の促進

〇 ダム下流河川における浸水想定図等の作成

→ 今年度内にダム下流河道測量を実施し、浸水想定を検討する（概略版７月、測量成果反映版１２月作成予定）
浸水想定結果は、河川管理者（青森県）と共有を図り、市町村に対しては平常時からの防災情報として提供
するとともに、作成した浸水想定図等を基に合同点検を行う

〇 ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明

→ 関係自治体等が出席する場で「提言」に基づく、①注意喚起、②取組状況、③今後の協力依頼を行う

5月29日「浅瀬石川ダム・津軽ダム放流通報連絡会」において①②③を実施

「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能と情報の充実に向けて」
～「異常豪雨の頻発化に備えた洪水調節機能に関する検討会」の提言 ～
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〇 放流警報設備等の改良

→ 今年度内にサイレン・スピーカー設備の更新・増設を行う（サイレン更新32箇所・スピーカー増設24箇所の予定）

〇 ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練
〇 異常洪水時防災操作へ移行する際の放流警報の内容や手法の変更
〇 緊急時に地域の住民にとって有効となる防災情報ツールの共有
〇 洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための手段の充実や報道機関への情報提供

→ 今後、速やかに関係機関との意見交換を行う
・自治体独自の避難訓練の予定
・異常洪水時防災操作移行の際の放流警報内容や手法について
・緊急時に有効と思われる防災情報ツールについて
・洪水時のダム貯水池状況の情報提供手段や報道関係への情報提供について

（３）市町村長による避難勧告等の適切な発令の促進

〇 避難勧告等の発令判断を支援するためのトップセミナーの開催

→ 今年４月、事務所長の着任挨拶時にダム下流域８市町村の首長に平成３０年７月豪雨及びダムの操作概要等を説明
引き続き、ホットライン及び避難勧告等発令判断の支援情報提供等について、意見交換を行う

〇 避難勧告等の発令判断を支援するための連絡体制強化
〇 ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの整備

→ 今後、速やかに関係機関との意見交換を行う
・避難勧告等の発令判断を支援するための連絡体制強化について
・ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの整備について
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